
1株当たり配当金は、2012年3月期より7年連続で前期比2 
桁成長を続けています。今後も持続的な利益成長に向けた
新規投資を行いながら、安定した還元にも努めていきます。

配当成長率

7 年連続2 桁成長

2018年3月期の当期純利益は前期比15%増の3,131億円となりました。
9期連続増益を達成し、4期連続で最高益を更新しました。

純利益

3,131 億円

成長のために資産を大きく伸ばすのではなく、収益性の向上
や財務の健全性強化を重視しています。オリックスでは外部
環境の変化に合わせて、事業ポートフォリオを機動的に変え
ています。

セグメント資産

約 9 兆円

1971年の香港進出以来、海外ネッ
トワークを拡大しています。その特
長は、各国の有力企業とパートナー
関係を構築し、経営の現地化を進
め、地場企業を顧客基盤としている
ことです。

1964年に日本に“リース”という新
しい金融手法を導入して以来、オリッ
クスはさまざまな先進的サービスを
提供しています。創業翌年以降続く
黒字は、オリックスの提供する新しい
価値への評価だと考えています。

歴史

54 年
グローバルネットワーク

38カ国・地域
従業員13名でスタートしたオリックスは、現在
世界各国で約3.2万人が働く企業へと成長しま
した。

グループ従業員数

31,890名

数字で見るオリックス
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約40年の業歴を誇る航空機事業の強みは、これまでに培った
マーケットでの目利き力、航空会社や投資家とのネットワーク、
そして高い専門性に基づくアセットマネジメントサービスの提
供にあります。 → P.52 「航空機」

航空機事業

保有・管理機数

約200 機

太陽光発電事業をはじめ、風力発電事業、地熱発電事業、水力
バイオマス、発電事業などの再生可能エネルギー事業を世界
各地で行っており、総設備容量は約3GWに上ります。国内の
太陽光発電事業はトップ規模で、2018年3月末時点で約
1,000MWのプロジェクトを確保し、うち約700MWが稼働し
ています。 → P.42 「環境エネルギー」

再生可能エネルギー事業

総設備容量 約3GW
（確保プロジェクトベース）

オリックスの自動車事業は、世界でもトップ規模の車両管理台
数約166万台（2018年3月末）を誇ります。現在提供してい
るテレマティクスサービスから収集する走行データは、1時間
で地球約7周分に相当します。 → P.50 「自動車」

自動車事業

収集走行データ

地球 7 周分（1時間あたり）

2018年3月期は、環境エネルギー、金融サービス、債券、航
空機、船舶、不動産、エクイティ投資などグローバルにさまざ
まな事業分野を対象として、約7,400億円の新規投資を実施
しました。

新規投資額

約7,400億円

ORIX Corporation Europe N.V.（旧Robeco Groep 
N.V.）における2018年3月末の運用資産残高は2,887億
ユーロ（約37.8兆円、1ユーロ＝130.94円で計算）となりま
す。加えて、米州における新たなアセットマネジメント会社の
買収や、国内における不動産アセットマネジメント事業の成
長など、オリックスグループ全体の運用資産残高も堅調に
推移しています。 → P.46 「アセットマネジメント」

アセットマネジメント事業

ORIX Europe 運用資産残高

約 38 兆円
オリックス生命の2018 年3 月末の個人保険保有契約件数
は約394 万件です。充実した商品ラインアップでお客さまの
ニーズに応え、2005年から12期連続で2桁の伸び率となっ
ています。 → P.48 「生命保険」

生命保険事業

個人保険 保有契約件数

約 394 万件
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